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診療科別の医師数を見ると、眼科などはものごく増えているが、 産婦人科など 減っており、全体の診療報酬を増やしてもこの問題 解決
で
きないのではないかとい
った主張をしました。
つまり、そもそも引上げは不要ではないか 今ある予算
をうまく配分することで、政策目的は
達成できるのではないか、と
提案しまし
た。
最
終的には年末に
財務大臣と厚生労働大臣が直接
議論し、全体を髪の毛一本ほど
増やした上
で、
特に必要な分野に重点
的に予算を配分するとい
うこと な
りました。このように、皆様から頂
いた税金をより良い方法 活用できるように日々各
省庁と議論をしています。
」
 
 <
今後はどのようなキャリアを歩みたいか
> 
「財務省の良さは幅広さです。僕もすで 、四年で四局回
り、それぞれで全く異なる仕
事をし
ました。国際金融の仕事もあるし、ＯＥ
ＣＤや
大使館といった海外のポスト 。
地方公共
団体もあります。
本当に懐の広い組織です
。で
すので、なんでもやってみたいです（笑） 」
 
 <
後輩へのメッセージ
> 
「せっかく、二年間あり すので、いろんな経験をして、いろんな友達を作って、
自分を高め
ていってほしい。その上 いろんなところを見た上で
進路を決めてほしい。民間も楽しいと
思います。京都の町も知
った上で、東京に来て
ほしい。京都の後輩がくるとうれしいですね。いろんな人に是非とも東京に挑戦してもらいたい。その中でもし
財務省に興味を持っていただ
けるのであればうれ いです。 」
 
